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八
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八
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ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
国
後
島
お
よ
び
択
捉
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
二
日
、
ロ
シ
ア
の
プ
ラ
ウ
ダ
は
、“T

he
R

ussian
D

efense
M

inistry
has

deployed
anti−

m
issile

system
s

B
aland

B
astion

on
the

K
urilislands

of
Iturup

and
K

unashir,T
A

SS
reports.”

（
タ
ス
通
信
が
伝

え
る
と
こ
ろ
で
は
、
ロ
シ
ア
国
防
省
は
、
ク
リ
ル
諸
島
の
国
後
島
と
択
捉
島
に
対
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
バ
ル
と
バ
ス
チ
オ
ン

を
展
開
し
た
）
と
報
じ
た
。
こ
れ
ら
の
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、“T

hese
units

are
part

of
the

72nd
C

oast

M
issile

B
rigade

of
the

Pacific
Fleet.”

（
こ
れ
ら
の
部
隊
は
、
太
平
洋
艦
隊
の
第
七
十
二
沿
岸
ミ
サ
イ
ル
部
隊
の
一
つ
」
）

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
の
部
隊
の
も
の
で
あ
る
と
報
じ
て
い
る
。

安
倍
総
理
は
十
二
月
十
五
日
に
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ
ン
大
統
領
と
下
関
で
会
談
す
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
が
、
こ
の
国
後
島

お
よ
び
択
捉
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
は
ロ
シ
ア
側
の
何
ら
か
の
外
交
上
の
示
唆
を
与
え
る
も
の
と
推
測
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ

に
対
す
る
日
本
政
府
の
対
応
を
確
認
す
る
た
め
、
以
下
質
問
す
る
。

一

国
後
島
お
よ
び
択
捉
島
に
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
が
新
た
に
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
配
備
し
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
の
か
。

政
府
の
把
握
し
て
い
る
現
状
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。

二

外
務
省
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
「
北
方
四
島
は
い
ま
だ
か
つ
て
一
度
も
外
国
の
領
土
と
な
っ
た
こ
と
が
な
い
我
が
国
の
領

一



土
で
す
」
と
明
示
し
て
い
る
。
北
方
領
土
が
わ
が
国
の
領
土
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
政
府
に
よ
る
国
家
作
用
が
行
わ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
国
後
島
や
択
捉
島
に
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
が
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
を
配
備
す
る
こ
と
を
放
置
す

れ
ば
こ
れ
に
反
す
る
。
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
に
よ
る
国
後
島
お
よ
び
択
捉
島
へ
の
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
よ
る
、
わ
が
国
の
国
内

法
上
、
国
際
法
上
の
問
題
は
な
い
の
か
。
あ
る
と
す
れ
ば
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

三

プ
ラ
ウ
ダ
に
よ
れ
ば
、“C

oastalm
issile

com
plex

B
astion

is
equipped

w
ith

supersonic
m

issiles
P−800

O
nyx.

T
he

system
is

able
to

destroy
surface

ships
of

different
classes

and
types.

O
ne

system
m

ay
have

up
to

36

m
issiles

to
be

able
to

protect
m

ore
than

600
km

of
coastline.”

（
こ
の
ミ
サ
イ
ル
群
は
超
音
波
の
ミ
サ
イ
ル
Ｐ－

�

�
�
オ
ニ
キ
ス
を
装
備
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
異
な
る
ク
ラ
ス
と
タ
イ
プ
の
艦
艇
を
撃
破
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一

つ
の
シ
ス
テ
ム
に
は
、
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以
上
の
海
岸
線
を
防
御
す
る
こ
と
が
で
き
る
最
大
三
十
六
個
の
ミ
サ
イ
ル
を
搭

載
で
き
る
）
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
バ
ス
チ
オ
ン
の
射
程
は
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ

と
は
事
実
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

四

右
の
問
に
関
し
て
、
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
射
程
を
持
つ
な
ら
ば
、
北
海
道
全
域
を
射
程
に
し
、
ひ
い
て
は
津
軽
海
峡
以

北
の
海
域
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
海
上
自
衛
隊
や
米
海
軍
の
艦
船
を
接
近
拒
否
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
か
か
る
認
識

二



で
良
い
の
か
。
ま
た
政
府
は
バ
ス
チ
オ
ン
の
配
備
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

五

プ
ラ
ウ
ダ
に
よ
れ
ば
、“A

rm
ed

w
ith

low
−altitude

subsonic
anti−ship

m
issiles

X
−35,the

B
alm

issile
system

is

able
to

destroy
ground

and
surface

targets
of

the
enem

y
at

a
distance

of
about

130
km

.”

（
低
高
度
で
亜
音
速

で
航
行
す
る
対
艦
ミ
サ
イ
ル
Ｘ－

�
�
を
装
備
し
た
バ
ル
・
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
は
、
お
よ
そ
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ

た
地
上
や
目
標
の
標
的
を
破
壊
す
る
こ
と
が
で
き
る
）
と
示
さ
れ
て
い
る
が
、
地
対
艦
ミ
サ
イ
ル
シ
ス
テ
ム
の
バ
ル
の
射
程

は
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
こ
と
は
事
実
か
。
政
府
の
把
握
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
具
体
的
に
示
さ
れ
た
い
。

六

右
の
問
に
関
し
て
、
バ
ル
が
百
三
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
射
程
を
持
つ
な
ら
ば
、
北
海
道
の
網
走
か
ら
釧
路
を
結
ぶ
直
線
の

以
東
を
ほ
ぼ
射
程
に
し
、
わ
が
国
の
北
方
領
土
周
辺
の
海
域
で
展
開
し
よ
う
と
す
る
海
上
自
衛
隊
や
米
海
軍
の
艦
船
を
接
近

拒
否
で
き
る
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
か
か
る
認
識
で
良
い
の
か
。
ま
た
政
府
は
バ
ル
の
配
備
の
目
的
を
ど
の
よ
う
に
想
定
し

て
い
る
の
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

七

岸
田
外
務
大
臣
は
、
平
成
二
十
八
年
十
一
月
二
十
五
日
の
衆
議
院
安
全
保
障
委
員
会
で
、
北
方
領
土
の
返
還
交
渉
に
関
連

し
、
当
該
地
域
が
「
現
在
、
ロ
シ
ア
か
ら
日
米
安
保
条
約
の
適
用
除
外
に
つ
い
て
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
」
と
述
べ

て
い
る
が
、
そ
も
そ
も
日
米
安
全
保
障
条
約
第
五
条
で
い
う
「
各
締
約
国
は
、
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
に
お
け

三



る
、
い
ず
れ
か
一
方
に
対
す
る
武
力
攻
撃
が
、
自
国
の
平
和
及
び
安
全
を
危
う
く
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
」
る
こ
と

の
「
日
本
国
の
施
政
の
下
に
あ
る
領
域
」
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
以
外
の
第
三
国
の
合
意
に
よ
っ
て
、
例
外
的
に
日
米

安
全
保
障
条
約
第
五
条
の
適
用
を
除
外
す
る
地
帯
を
設
け
る
こ
と
は
、
現
行
の
日
米
安
全
保
障
条
約
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
可

能
な
の
か
。
さ
ら
に
は
当
該
合
意
後
、
日
米
安
全
保
障
条
約
を
改
定
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
政
府
の
見
解
を
示

さ
れ
た
い
。

八

日
露
交
渉
の
結
果
、
北
方
領
土
が
返
還
さ
れ
、
わ
が
国
の
施
政
権
が
回
復
さ
れ
る
と
、
当
該
地
域
は
自
動
的
に
日
米
安
全

保
障
条
約
の
適
用
地
域
に
な
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

九

バ
ス
チ
オ
ン
の
射
程
が
六
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
す
れ
ば
、
そ
の
射
程
は
津
軽
海
峡
に
も
及
ぶ
こ
と
に
な
る
。
ま
た
バ
ス
チ

オ
ン
は
高
度
二
万
メ
ー
ト
ル
を
亜
音
速
で
巡
航
し
た
後
、
目
標
物
の
手
前
で
降
下
し
、
地
上
の
目
標
物
も
破
壊
で
き
る
と
承

知
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
バ
ス
チ
オ
ン
の
射
程
内
に
大
間
原
子
力
発
電
所
を
建
設
し
、
そ
こ
で
極
め
て
有
毒
性
の
高
い
Ｍ

Ｏ
Ｘ
燃
料
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
ロ
シ
ア
に
有
事
の
時
の
戦
略
目
標
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
り
、
わ
が
国
の
国
家
戦
略
上
も

望
ま
し
く
な
い
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
大
間
原
子
力
発
電
所
の
運
営
の
判
断
は
事
業
者
が
行
う
も
の
と
い
う
趣
旨
の
回
答
を

政
府
か
ら
し
ば
し
ば
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
新
た
な
不
安
定
要
素
が
加
わ
っ
た
場
合
、
政
府
は
積
極
的
に
関
与

四



す
べ
き
で
は
な
い
か
。
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十

国
の
安
全
保
障
政
策
は
最
悪
の
事
態
を
想
定
し
て
行
う
べ
き
で
あ
る
。
本
来
、
国
境
線
の
画
定
で
両
国
が
合
意
に
達
し
て

い
な
い
地
域
か
ら
攻
撃
を
受
け
得
る
領
域
に
原
子
力
発
電
所
な
ど
の
戦
略
目
標
に
な
る
も
の
を
置
く
べ
き
で
は
な
い
。
ロ
シ

ア
太
平
洋
艦
隊
が
大
間
原
子
力
発
電
所
を
攻
撃
し
た
場
合
、
政
府
は
そ
の
被
害
に
つ
い
て
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た

こ
と
が
あ
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

十
一

北
方
領
土
に
展
開
す
る
ロ
シ
ア
太
平
洋
艦
隊
が
大
間
原
子
力
発
電
所
を
攻
撃
し
た
場
合
、
被
害
は
ど
の
程
度
で
あ
る
と

想
定
す
る
の
か
。
想
定
さ
れ
る
死
傷
者
数
、
放
射
性
物
質
の
拡
散
の
程
度
な
ど
、
北
海
道
の
函
館
市
を
含
む
道
南
地
域
の
被

害
、
青
森
県
の
被
害
は
ど
の
程
度
だ
と
想
定
す
る
の
か
。
政
府
の
見
解
を
示
さ
れ
た
い
。

右
質
問
す
る
。

五


